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難民・圏内避難民と国際連合ーその意義と限界一

教科・領域教育専攻

社会系コース

吉原美悠

序章研究製織と概要

本研究の出発点は、現在、戦後最悪の事態と

も言われる難民・圏内避難民問題に対して、国

際連合が有効に機能していないのではなし、かと

疑問に思ったことであった。百連は、戦後の国

勝士会に平和と安定をもたらすことを祈念し、

設立された機関であるにも関わらず、実情との

聞には大きな隔たりができている。こうした経

緯から、国連が機能不全である原因を明らかに

し、国連が難民・園内避難民問題に関与する意

義と限界の考察をすることを決意し丸

第1章難民・圏内避難民とは

難民・国内避難民に関する多様な定義、彼ら・

彼女らにまつわる歴史・先行研究を通じて、実

像に迫っていった。

難民や圏内避難民と主権国家には大きな関係

性がある。難民や圏内避難民としての認識が生

まれたのは主推国家という概念が築かれてから

のことであるし、彼ら・彼女らは常に、主権国

家との関係の狭間で生存が左右されている。

こうした本章では、彼ら・彼女らの新たな姿

を見出すことができた。それは、貧しく弱い存

在というだけではなく、能動的な存在でもある

ということ、国際社会の都合に大きく揺り動か

される不安定な存在などである。難民・国内避

難民は特異な人々のように見えて、実際は周囲

にある環境が特異なだ、けであって、人々自体は

私たちと何ら変わりないのである。一部の権力

指導教員 麻生多聞

者の利益追求に巻き込まれた結果、生じている

存在なのである。

第2章難民・圏内避難民と国際連合

難民・国内避難民問題に対する国際連合の動

きを、とりわけ彼ら・彼女らの支援に重きを置

いている、国連難民高等弁務官事務所

(UNHCR)や国連人道問題調整部(OCHA)とい

った国連機関、「難民条約」や「園内強骨予防動に

関する指導原則」の文書、近年、深刻さを増し

ているシリアと、国内避難民の相生に初めて国

際社会が注目したイラクの事例分析を通じて考

察し丸これらの考察より、国連は難民・国内

避難民問題の解決を真に願って策を講じる意，思

のある機関ということを確イ音することができたの

そうした意思に従い、国連が解決を図る際に

立ちはだかるのが国家主権の尊重であり、国際

社会の戦略的利害優先の姿勢である。国連は国

家主権を尊重せねばならない原則の下、各国の

意思を尊重していく。難民・国内避難民等、困

窮している人々を何としてでも救援したい意思

と各国が表す自国の利益優先の態度との間でジ

レンマと闘っているのである。

第 3章宙産難民高等弁務官事務所収JNHC同

と難民・圏内避難民

前章において、国連の難民・国内避難民との

向き合い方を事例も交えて分析したが、さらに

掘り下げるべく、 UNHCRに特化して考察を行

っていった。 UNHCRの活動を取り上げる上で
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欠かせないのが緒方貞子氏の功績である。現地

社会や支援対象の人々と常に向き合おうとした

緒方氏の姿勢は、難民・国内避難民問題の改善

に寄与するもので、あった。弁務官退任の直前に

は f5つのポリシー・イニシアティブ」や「難

問殺のための3つの提言」と題した提案も行

っている。それらの中では、多様なアクターと

の連携、緊急持応能力の増強、紛争後のコミュ

ニティ形成の重要性が特に強調されていた。退

任する間際まで難民・国内避難民をどうにか保

護・援助したいとする緒方氏の強い信念を象徴

するもので、もあった。

緒方氏が連携を考えているアクターの中には、

非政府組織ωGO)も挙げられている。本章では

NGOに関する考察も行っている。NGOが政府

から関与されなし熔撒はメリットにもデメリッ

トにもなり得る。何の利害にも捉われることな

く、純粋に活動目標に向かつて突き進んで、いく

ことができる一方で、資金や装備の援助が得に

くく、充分な活動が新子しにくい実態もある。

アドボカシー活動にも注目した。政策提言舌動

とも言われるものだが、現地の支援活動での経

験を踏まえた提言を国連に向かって発信するも

のである。国連の中での発言権は小さいが、

NGOは現地社会の実情を国際社会に訴える重

要な柄主と言える。

第4章平帯構築活動について

平和構築活動とは、端的に言えば、永編句平

和を実現するため、紛争等の争いの芽を摘む活

動のことである。平和構築活動の言及を行う上

で「オーナーシップ原則」と「治安部門改革

(SSR)Jの議論は不可欠である。現地社会が紛

争等の混古じ伏態から抜け出すことを目標にし、

現地社会の自立の実現を見据えているが、後者

の SSRでは少し様相が異なる部分も垣間見ら

れる。

この平手I構築活動の概念はアクタ一間の連携

を重視し、現地担会の自立の優先のため現場に

赴く重要性を主張していると考察した。これら

は、緒方貞子氏の信念と深く通じるところがあ

る。また、現地社会が国際社会の支援に頼り続

けることなく、自立できる手立てを講じている

ところにも、共通性がある。

こうした平手晴築活動が難民・国内避難民問

題の解決・改善に対する有効な手立てとなり得

ることは想像に難くな川

本章では、本論文のすべての考察を踏まえ、

自身の難民・国内避難民問題に対する解決案も

2点提案している。 1点目がUNHCRとNGO

との連携の強化である。両者には難民・国内避

難民の保護・支援に対する意思がどの組織・機

関よりも強くあるため、問題が改善に向かって

いくと推測できるためである。 2点目がメディ

アの力に頼ることである。メディアが国際社会

に与える影響力は強大であるため、問題解決に

有効に機能すると推測したためである。

終章総括

本章では、本論文の総括を行うとともに、平

和の実現にも思いを馳せた。平和の実現は難し

く、太古の昔から現在に至るまで、平和が実現

した期間はごくわずかである。エラスムスやカ

ントなどの先人たちも平和とは何であるか、実

現するためには何が必要か、思いを巡らしたが、

その答えは出ていなしLそのことに失望し、実

現を諦めてしまうのではなく、真撃に向き合い

続けていくことが重要である。

本研究は、多面的な考察を通じて、教員とな

る私に、様々な大切なことを教えてくれる意義

深い研究で、あったと自信をもって言及すること

ができるものである。




